
施　設
区　分 保　　育　　園（町立） 認定こども園（私立） 小規模保育事業所（私立）

施　設
（定員）

・遊佐保育園（80人）
・藤崎保育園（70人）
・吹浦保育園（80人）

・認定こども園　杉の子幼稚園
（幼稚園部分※）40人
（保育園部分※）90人
※以下（幼）、（保）と表示

・小規模保育事業所 はぐの家
（18人）

　※令和２年４月開所予定

対　象 保育を必要とする０歳～小学校就学
前の子ども

（幼）満３歳～小学校就学前の子ども
（保）保育を必要とする０歳～小学校就学前

の子ども

保育を必要とする０～２歳まで
の子ども

特徴等

・就労などのため家庭で保育のでき
ない保護者に代わって保育する施
設です。
・１日あたり最長11時間の保育を

実施します。（標準時間認定の場
合）
・一時保育、土曜保育等ご家庭の事

情にあわせた保育を実施していま
す。

・幼稚園と保育園の機能を持ち合わせ０歳か
ら卒園までの「教育と保育」を行う施設です。

【じっくり遊ぶ】さまざまな体験の中で、心
と体のバランスのとれた発達を促していま
す。

【自然を感じる】自然の中でたくさんの興味
と関心に出会い、豊かな感性を育てます。

【自分で考える】子どもの力を信じ、子ども
自身で考えて行動する姿を支えています。

・「英語教室」「体操教室」等実施しています。

・保育所よりも少人数の単位で
０～２歳の子どもを保育する
施設です

・家庭的保育に近い雰囲気のも
と、小人数の保育を行います。

・休日保育の実施（予定）

利　用
時　間

午前７時～午後７時
※世帯状況によって利用できる時間

が変更になることがあります。
※午後６時（短時間認定の場合は午

後４時30分）～７時の利用は延長
保育料が生じます。

（幼）午前８時30分～午後３時
※午後３時以降は、預かり保育を実施します。

（保）午前７時～午後７時
※世帯状況によって利用できる時間が異なる

場合があります。
※午後６時（短時間認定の場合は午後４時30

分）～７時の利用は延長保育料が生じます。

午前７時～午後７時
※世帯状況によって利用できる

時間が変更になることがあり
ます。

※午後６時（短時間認定の場合
は午後４時30分）～７時の利
用は延長保育料が生じます。

費　用
町が定める月額保育料（延長保育料
を除く）、その他保育に必要な実費
を徴収します。

町が定める月額保育料（預かり保育料・延長
保育料を除く）、その他教育・保育に必要な
実費を徴収します。

町が定める月額保育料（延長保
育料を除く）、その他保育に必
要な実費を徴収します。

申込先
・各保育園
・健康福祉課子育て支援係

（幼）・認定こども園杉の子幼稚園
（保）・認定こども園杉の子幼稚園
　　・健康福祉課子育て支援係

・健康福祉課子育て支援係

申　込
書　類

※

・認定申請書（兼利用希望申込書）
・保育の必要性を証する書類
　　　　　　（就労証明書等）

（幼）・杉の子幼稚園所定の申込書類
（保）・認定申請書（兼利用希望申込書）
　　・保育の必要性を証する書類
　　　　　　　　（就労証明書等）
※幼稚園部分の申し込みについては、保育の

必要性を証する書類は不要です

・認定申請書
（兼利用希望申込書）
・保育の必要性を証する書類
（就労証明書等）

職員の初任給（平成30年４月１日現在）

主な保健事業（平成30年度中　単位：人）

町立保育園・認定こども園 杉の子幼稚園・小規模保育事業所 はぐの家

令和2年度 入園児を募集します。
〇入園申込と同時に教育・保育の必要性について町の認定を受ける必要があります。
〇今回の募集は、新規入園児を対象とするものです。在園児のお手続きは別途お知らせします。
〇入園申込期間：10月１日㈫～10月21日㈪（認定こども園幼稚園部分は10月1日～随時）

※申込書類の様式は、各施設または子育て支援係に設置しています。また、認定申請書（兼利用希望申込書）や就労
証明書等は町のHPからもダウンロードできます。
※希望者が多数いる場合は、家庭の状況や就労状況等により希望する施設に入所できない場合があります。

※出生予定や育児休業の終了などで年度途中での入園を希望する方も今回の入園申込期間中にお申し込みください。
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　９月20日に県から令和元年度の地価調査結果が
公表されました。遊佐町に関するものは次のとお
りです。

●地価調査とは／
　県内全市町村を対象として、各地域で基準となる土地（基準地）を選んで、その適正な土地価格を
公表するもので、土地を売買する際の目安にしていただくものです。また、地価調査価格は適正な地
価の形成に大きな役割を果たします。※地価調査結果については、県のHPでも公開しております。
〜 10月は「土地月間」、10月１日は「土地の日」です 〜

●—／企画課企画係　☎72−4523

◎対前年変動率　　　　　　　　　　　（単位：％）

◎基準地の標準価格

ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ソ
ル
ノ
ク
市
か
ら

 
ケ
ー
レ
シ
芸
術
専
門
小
学
校
の
皆
さ
ん
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

来
町
し
ま
し
た
！

町
の
魅
力
を

　
　
　
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ

　
遊
佐
町
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
交
流
が
始
ま
っ

て
今
年
で
36
年
。

　
遊
佐
町
か
ら
の
訪
問
団
も
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
ケ
ー
レ
シ
芸
術
専
門
小
学
校
よ
り
、

17
名
の
派
遣
団
員
が
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
6
日
㈮
か
ら
12
日
㈭
に
か
け
て
、

遊
佐
町
と
姉
妹
都
市
で
あ
る
ハ
ン
ガ
リ

ー
・
ソ
ル
ノ
ク
市
よ
り
ケ
ー
レ
シ
芸
術
専

門
小
学
校
の
皆
さ
ん
が
来
町
し
ま
し
た
。

　
来
町
し
た
の
は
12
歳
か
ら
18
歳
の
生

徒
・
Ｏ
Ｂ
を
含
む
17
名
。
町
で
毎
年
行
っ

て
い
る
派
遣
事
業
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
と

し
て
お
世
話
に
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
、

今
度
は
遊
佐
町
側
で
受
け
入
れ
、
3
日
間

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
来
町
期
間
中
に
は
第
27
回
鳥
海
ツ
ー
デ

ー
マ
ー
チ
が
開
催
さ
れ
、
一
行
も
町
の
自

然
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。
大

会
2
日
目
に
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
伝
統
的
な

民
族
舞
踊
を
披
露
。

　
町
の
幼
稚
園
や
小
・
中
学
校
と
の
交
流

も
行
い
、
初
め
て
の
書
道
体
験
や
一
緒
に

給
食
を
食
べ
る
シ
ー
ン
も
。
鳥
海
山
や
十

六
羅
漢
岩
な
ど
観
光
名
所
も
訪
れ
、
遊
佐

町
の
自
然
と
文
化
に
触
れ
ま
し
た
。
今
回

の
訪
問
で
町
民
と
の
絆
を
深
め
、
ま
た
新

た
な
友
情
が
芽
生
え
ま
し
た
。

▲
役場の議事所で表敬訪問を
行いました

▲
杉の子幼稚園　年長組さんが
ソーラン節を披露

▲
ハンガリーの民族舞踊
を披露

▲
町の名所もバッチリ
おさえました

ツーデーマーチも見事完歩▲

習字も上手に書けました！▲

令和元年度　地 価 調 査 結 果

住宅地 商業地 工業地 全用途
遊佐町平均 △2.0 △2.1 △0.4 △1.7
山形県平均 △0.7 △1.1 △0.3 △0.7

基準地の所在 本年価格
（円／㎡）

前年価格
（円／㎡）

変動率
（％）

①遊佐字広表16番7 14,400 14,700 △2.0
②吹浦字物見峠5番9外2筆 8,430 8,600 △2.0
③吉出字境田6番4 9,800 10,000 △2.0
④遊佐字京田65番 18,600 19,000 △2.1
⑤藤崎字茂り松2番1179 4,590 4,610 △0.4
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～
遊
佐
町
の
文
化
財
紹
介
～

　
庄
内
地
方
に
は
、
考
古
学
に
関
わ
る

古
く
か
ら
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

平
安
時
代
に
記
さ
れ
た
『
続

し
ょ
く

日に

本ほ
ん

後
紀
』

『
日に

本ほ
ん

三さ
ん

代だ
い

実じ
つ

録ろ
く

』
の
い
わ
ゆ
る
「
石せ

き

鏃ぞ
く

降こ
う

雨う

」
の
記
事
で
、
数
日
雨
が
降
り
続
い

た
後
に
、
石
も
見
当
た
ら
な
か
っ
た
砂
浜

で
、
色
と
り
ど
り
の
矢
じ
り
が
発
見
さ
れ

た
と
い
う
も
の
で
す
。
現
代
的
に
考
え
る

と
、
土
に
埋
没
し
て
い
た
先
史
時
代
の
石

器
が
、
雨
に
よ
っ
て
地
面
が
削
ら
れ
て
発

見
さ
れ
た
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
記

事
に
は
「
石せ

き

鏃ぞ
く

（
矢
じ
り
）
を
雨ふ

ら
す
」

と
あ
り
、
雨
と
と
も
に
天
か
ら
降
り
注
い

だ
も
の
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
当
時
の
矢
じ
り
は
鉄
製
で
す

か
ら
、
発
見
さ
れ
た
石
鏃
が
矢
じ
り
で
あ

る
こ
と
は
想
定
で
き
て
も
、
人
が
作
っ
た

も
の
と
は
思
わ
ず
、
天
上
の
世
界
で
神
様

が
射
た
矢
の
矢
じ
り
が
、
地
上
に
落
下
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
こ
れ

ら
の
矢
じ
り
が
発
見
さ
れ
た
場
所
は
、
田

川
郡
西
浜
、
秋
田
城
と
飽
海
郡
海
浜
、
秋

田
城
中
と
飽
海
郡
神
宮
寺
西
浜
、
飽
海
郡

諸
神
社
辺
な
ど
で
す
。
秋
田
城
以
外
は
庄

内
地
方
、
加
え
て
飽
海
郡
に
つ
い
て
は
遊

佐
町
域
が
推
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

庄
内
地
方
で
は
古
く
か
ら
先
史
時
代
の
遺

物
が
確
認
さ
れ
、
注
目
を
集
め
て
き
ま
し

た
。

　
現
在
「
縄
文
時
代
の
庄
内
」
展
が
松
山

文
化
伝
承
館
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
庄

内
の
さ
ま
ざ
ま
な
遺
跡
の
資
料
が
集
め
ら

れ
、
遊
佐
町
の
小
山
崎
遺
跡
な
ど
の
出
土

資
料
も
展
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
—
／
教
育
課
文
化
係
☎
72

−

５
８
９
２

遊
佐
町
の
文
化
財
　
そ
の
58

古
代
の
息
づ
か
い
を
現
代
へ

「
石せ

き

鏃ぞ
く

降こ
う

雨う

」

　
昨
年
9
月
放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
人

気
番
組
ブ
ラ
タ
モ
リ
の
酒
田
編
は
ご
覧

に
な
り
ま
し
た
か
？
「
山
形
・
酒
田
は

な
ぜ
日
本
の
中
心
に
!?
」
を
お
題
に
出

演
者
が
酒
田
と
飛
島
を
巡
り
好
評
を
得

ま
し
た
。
酒
田
市
と
ジ
オ
パ
ー
ク
も
番

組
制
作
に
全
面
協
力
し
た
の
で
す
よ
。

　
さ
て
、
飛
島
で
紹
介
さ
れ
た
の
は
、

港
の
南
側
に
屏
風
の
よ
う
に
そ
び
え
る

「
館
岩
」
で
す
。
館
岩
は
高
さ
40
m
以

上
あ
る
巨
大
な
岩
で
流
紋
岩
と
い
う
溶

岩
で
で
き
て
い
ま
す
。
飛
島
は
海
底
火

山
の
噴
出
物
か
ら
で
き
て
い
る
の
で
す

が
、
館
岩
の
よ
う
な
硬
い
溶
岩
の
か
た

ま
り
が
海
の
侵
食
か
ら
島
を
守
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
館
岩
の
北
側
は
港
に

適
し
た
地
形
と
な
り
、
明
治
時
代
ま
で

は
た
く
さ
ん
の
北
前
船
が
寄
港
し
、
港

町
酒
田
の
繁
栄
を
陰
な
が
ら
支
え
ま
し

た
。

　
こ
の
夏
、
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
さ
ん

は
「
番
組
で
登
場
し
た
館
岩
は
ど
こ
で

す
か
？
」
と
よ
く
質
問
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
館
岩
に
登
る
と
平
ら
な
地
形
に
拓

か
れ
た
飛
島
の
集
落
が
一
望
で
き
、
天

気
が
良
け
れ
ば
海
に
浮
か
ん
だ
よ
う
な

鳥
海
山
が
望
め
ま
す
。
春
か
ら
夏
ま
で

は
ウ
ミ
ネ
コ
の
子
育
て
を
間
近
で
観
察

で
き
ま
す
。
館
岩
か
ら
み
る
風
景
は
、

不
思
議
の
島
の
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
　
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

《
第
58
回
》

飛
島
・
館
岩
か
ら

　
　
　
　
　
み
る
風
景

「
日
本
海
と
大
地
が
つ
く
る 

水
と
命
の
循
環
」館岩と飛島港

鳥海山・飛島ジオパーク
推進協議会
主任研究員
岸本　誠司 氏

「
縄
文
時
代
の
庄
内
」展
の

ご
　
案
　
内

・
期
間

　
８
月
30
日
㈮
～
11
月
17
日
㈰

　
※
月
曜
休
館
、
祝
日
の
場
合
は
翌
日

　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
半

　
　（
入
館
は
午
後
４
時
ま
で
）

・
場
所

　
酒
田
市
松
山
文
化
伝
承
館

　
　
　
　（
酒
田
市
字
新
屋
敷
36

−

２
）

・
入
館
料

　
一
般

　
　
　
　 

３
７
０
円

　
　
　
　
　
高
校
・
大
学
生
２
６
０
円

　
　
　
　
　
小
・
中
学
生

　
１
１
０
円

●
—
／
松
山
文
化
伝
承
館

　
　
　
☎
62

−

２
６
３
２
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Tow
n Report

タ
ウ
ン
・
リ
ポ
ー
ト

まちの
話題

　
８
月
18
日
㈰
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

幼
児
向
け
の
人
形
劇
「
キ
ッ
プ
コ
ッ
プ
と

テ
ィ
ッ
プ
ト
ッ
プ
」
の
公
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
事
業
は
日
本
・
ハ
ン
ガ
リ
ー

外
交
関
係
開
設
１
５
０
周
年
を
記
念
し
て

催
行
さ
れ
た
も
の
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
よ
り
国

際
的
に
も
評
価
の
高
い
「
Ｋ
ｏ
ｒ
ｉ
ｂ
ｒ

ｉ
（
コ
リ
ブ
リ
）
劇
団
」
を
招
き
山
形
県
、

長
野
県
、
岐
阜
県
、
東
京
都
で
催
行
さ
れ

ま
し
た
。
遊
佐
町
で
の
公
演
は
そ
の
１
回

目
と
な
り
ま
す
。

　「
キ
ッ
プ
コ
ッ
プ
と
テ
ィ
ッ
プ
ト
ッ
プ
」

は
、「
ラ
チ
と
ラ
イ
オ
ン
」
で
日
本
で
も

知
ら
れ
て
い
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
絵
本
作
家

マ
レ
ー
ク
・
ベ
ロ
ニ
カ
氏
の
作
品
。
栗
の

実
の
男
の
子
「
キ
ッ
プ
コ
ッ
プ
」
と
女
の

子
「
テ
ィ
ッ
プ
ト
ッ
プ
」
が
、
森
で
い
ろ

ん
な
仲
間
た
ち
と
出
会
い
な
が
ら
冒
険
を

繰
り
広
げ
る
物
語
と
な
っ
て
い
ま
す
。
コ

リ
ブ
リ
劇
団
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
人
形
た

ち
が
活
き
活
き
と
動
き
回
る
劇
が
日
本
語

で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
午
前
と
午
後
の
２
回
公
演
が

行
わ
れ
、
約
２
０
０
名
の
親
子
が
来
場
。

　９月５日㈭、高瀬小学校体育館で第１回コー

ルメロディオン混声合唱団遊佐町コンサートが

開催されました。この日は「天使にラブソング

を」や「パプリカ」などの合唱を披露。コンサ

ートには遊佐町子ども合唱団スマイルキッズ、

遊佐混声合唱団の皆さんも出演し、出演団体全

員での「遥かなる鳥海山」の合唱も行われ、声

と心が響き合う一時を過ごしました。

　敬老を祝い、今年も各地で敬老会が催されま

した。敬老者の皆さん、おめでとうございます。

か
わ
い
ら
し
い
栗
の
人
形
が
て
ん
と
う
虫

や
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
、
カ
エ
ル
な
ど
の
森
の
仲

間
た
ち
と
繰
り
広
げ
る
大
冒
険
に
、
来
場

し
た
子
ど
も
た
ち
は
夢
中
に
な
り
ま
し
た
。

人
形
劇
の
後
に
は
交
流
の
時
間
も
設
け
ら

れ
、
ス
テ
ー
ジ
に
上
っ
て
劇
団
の
皆
さ
ん

や
人
形
た
ち
と
楽
し
そ
う
に
触
れ
合
う
子

ど
も
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

第１回コールメロディオン
混声合唱団遊佐町コンサート

敬老者の長寿を祝う
町内各地で敬老会が開催

人
形
劇
Ｋコ

リ

ブ

リ

ｏ
ｌ
ｉ
ｂ
ｒ
ｉ
劇
団
来
日
公
演

「
キ
ッ
プ
コ
ッ
プ
と
テ
ィ
ッ
プ
ト
ッ
プ
」

コルメロの皆さんと一緒に「パプリカ」を合唱

かわいらしい栗の人形が大冒険を繰り広げます

西遊佐地区の敬老会の様子

町の敬老者（令和元．９．１現在）
男　性 女　性 計

70歳以上 1,811人 2,691人 4,502人
古希（70歳） 144人 168人 312人
喜寿（77歳） 87人 100人 187人
米寿（88歳） 61人 115人 176人
白寿（99歳） 2人 14人 16人
100歳以上 1人 18人 19人
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Photo
Topics

　
８
月
31
日
㈯
か
ら
９
月
１
日
㈰
に
か
け

て
、「
鳥
海
山
Ｓ
Ｅ
Ａ 

Ｔ
Ｏ 

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｉ

Ｔ 

２
０
１
９
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
Ｓ

Ｅ
Ａ 

Ｔ
Ｏ 

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
」
は
カ
ヤ
ッ

ク
・
自
転
車
・
そ
し
て
登
山
の
３
種
の
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
行
い
、
自
力
で
海
か
ら

山
頂
を
め
ざ
す
環
境
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
。

　
１
日
㈰
は
午
前
５
時
45
分
に
西
浜
海
岸

を
カ
ヤ
ッ
ク
で
ス
タ
ー
ト
。
ブ
ル
ー
ラ
イ

ン
を
自
転
車
で
駆
け
登
り
、
登
山
で
ゴ
ー

ル
の
御
浜
小
屋
を
め
ざ
し
ま
し
た
。
日
本

海
と
鳥
海
山
の
大
自
然
を
肌
で
感
じ
な
が

ら
、
約
１
０
０
名
の
参
加
者
が
自
分
の
限

界
に
挑
み
ま
し
た
。

　
８
月
30
日
㈮
、
新
庁
舎
建
設
用
地
の
造

成
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
。
当
初
７
月
末

ま
で
の
工
期
で
し
た
が
、
土
木
資
材
の
需

要
の
高
ま
り
か
ら
盛
土
用
の
砂
の
確
保
に

時
間
を
要
し
た
こ
と
や
、
月
光
川
洪
水
浸

水
区
域
内
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
浸
水

し
な
い
建
物
の
高
さ
を
確
保
す
る
た
め
、

擁
壁
の
高
さ
を
変
更
し
た
こ
と
に
よ
り
１

ヵ
月
延
長
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
建
物
の

実
施
設
計
を
進
め
て
お
り
、
９
月
末
に
完

成
予
定
で
す
。
概
要
に
つ
い
て
は
完
成
次

第
広
報
・
町
Ｈ
Ｐ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
—
／
総
務
課
新
庁
舎
建
設
推
進
室

　
　
　
☎
25

−

５
８
１
８

フォト
　トピックス

鳥
海
山
の
魅
力
を
肌
で
感
じ
て

鳥
海
山
Ｓ
Ｅ
Ａ 

Ｔ
Ｏ 

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ 

２
０
１
９

新
庁
舎
建
設
用
地
の
造
成
工
事
完
成

海抜０メートル、朝日に照らされながらスタート

造成後の新庁舎建設地

消防操法の技術を競う

祖先の霊を送る

　　　　　  第27回遊佐町音楽祭

　８月４日㈰、山形県消防操法庄内支部大会が
行われ、遊佐町消防団は自動車ポンプ操法の部
に出場した上大内（第２分団第１部第１班）が
４位に入賞。小型ポンプ操法の部に出場した下
大内（第２分団第５部第４班）も奮闘し、訓練
の成果を十分に発揮しました。

　8月23日㈮、吹浦の月光川河口で精霊流しが
行われました。参加者は各家で塔婆を供養して
から海禅寺に集まり、灯篭を手に西浜橋まで移
動。精霊船と共に月光川に浮かべ、祖先の霊を
送りました。

　８月25日㈰、生涯学習センターで第27回遊佐
町音楽祭が開催されました。今年の音楽祭には
４個人10団体が出演。日ごろの練習の成果を存
分に発揮し、会場を美しい音色で包みました。

遊佐町合併
65周年記念
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ホット
ライン

読者の広場

まちかど
Town Voice

ホット
ライン

読者の広場

まちかど
Town Voice

　
９
月
３
日
㈫
、
遊
佐
保
育
園
で
剣
道

教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
教
室
に
参
加

し
た
の
は
や
ま
組
（
年
中
・
年
長
）
の

園
児
28
名
。「
だ
る
ま
さ
ん
が
転
ん
だ
」

な
ど
の
ゲ
ー
ム
形
式
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
新
聞
紙
で
作
っ
た
竹
刀
の
振
り
方

や
大
き
な
声
を
出
す
練
習
を
行
い
ま
し

　
8
月
28
日
㈬
か
ら
9
月
1
日
㈰
ま
で

の
5
日
間
、
美
し
い
や
ま
が
た
の
海
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
学
生
協
会
（
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
）
が
主
催

す
る
学
生
応
援
ク
リ
ー
ン
ナ
ッ
プ
事
業

「
い
ぐ
べ
、

飛
島
。」
が

開
催
さ
れ
、

飛
島
と
遊
佐

町
の
海
岸
の

清
掃
を
行
い

ま
し
た
。

　
国
際
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
学

生
協
会
（
通

称
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ

Ａ
）
は
、
関

東
と
関
西
の

90
の
大
学
、

　
９
月
14
日
㈯
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
遊
佐
町
学
習
支
援
塾
の
開
塾
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
遊
佐
町
学
習
支
援
塾
と

は
、「
夢
の
実
現
に
向
け
、
勉
強
し
て

力
を
つ
け
よ
う
」「
講
師
の
先
生
方
に

感
謝
の
気
持
ち
で
学
ぼ
う
」
の
２
つ
を

目
標
と
し
た
、
教
育
委
員
会
主
催
の
学

習
会
。
３
月
の
高
校
入
試
に
向
け
、
土

曜
日
に
計
13
回
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

な
っ
て
い
ま
す
。
公
序
良
俗
に
反
す
る

も
の
、
営
利
・
政
治
・
宗
教
活
動
に
触

れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
掲
載
不
可
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
掲
載
基
準
を
満
た
せ

ば
必
ず
紙
面
に
掲
載
さ
れ
る
訳
で
は
な

い
こ
と
も
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。
個

別
の
案
件
に
つ
い
て
は
、
左
記
広
報
担

当
ま
で
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　
今
後
と
も
広
報
ゆ
ざ
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
—
／
企
画
課
企
画
係

　
広
報
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
72

−

４
５
２
３

遊
佐
保
育
園
で
剣
道
教
室

お
お
き
な
声
で「
メ
～
ン
!!
」

大
学
生
の
若
い
力
で
綺
麗
な
海
岸
を
！

Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
海
岸
清
掃

高
校
入
試
に
向
け
て
本
格
始
動

遊
佐
町
学
習
支
援
塾
が
開
塾

元気いっぱい剣道に取り組みました

たくさんの大学生ボランティアが参加し、町の海岸清掃に取り組みました。

夢の実現に向けた学習支援塾が
今年もスタートしました。

た
。
剣
道
教
室
を
指
導
す
る
の
は
、
普

段
は
遊
佐
中
学
校
剣
道
部
の
指
導
を
行

う
本
間
悦
郎
さ
ん
（
千
本
柳
）。
本
間

さ
ん
は
、「
こ
の
教
室
を
通
し
て
小
さ

い
こ
ろ
か
ら
剣
道
に
触
れ
、
興
味
を
持

っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
大
き
な
声
を
出

す
こ
と
を
覚
え
て
、
犯
罪
や
災
害
に
遭

っ
た
際
に
助
け
を
求
め
る
す
べ
を
身
に

付
け
て
欲
し
い
」
と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
ま

し
た
。

　
広
報
に
掲
載
を
依
頼
し
た
の
で
す
が
、

掲
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
事
前

に
掲
載
し
な
い
と
の
連
絡
も
無
く
、
残

念
に
思
い
ま
す
。
町
の
広
報
に
掲
載
さ

れ
る
た
め
の
基
準
を
教
え
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

答
／
い
つ
も
広
報
ゆ
ざ
を
ご
愛
読
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
広
報

の
掲
載
に
つ
い
て
、
事
前
に
掲
載
で
き

な
い
旨
の
ご
連
絡
が
で
き
ず
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
広
報
の
掲
載
基
準
に
つ
い
て
で
す
が
、

町
や
公
的
機
関
と
の
共
催
で
あ
れ
ば
掲

載
可
能
で
す
。
町
や
公
的
機
関
の
後
援

が
あ
り
、
か
つ
利
用
者
の
金
銭
的
負
担

が
無
い
も
の
に
つ
い
て
も
掲
載
可
能
と

広
報
の
掲
載
に
つ
い
て
…
匿
名

４
１
０
０
名
の
学
生
が
会
員
と
な
っ
て

お
り
、
環
境
保
護
活
動
や
、
国
際
貢
献
、

災
害
復
興
支
援
、
地
域
活
性
化
、
子
ど

も
の
教
育
支
援
な
ど
多
方
面
で
全
国
的

に
活
動
し
て
い
る
団
体
で
す
。
今
年

は
、
県
内
外
か
ら
総
勢
１
３
０
名
の
大

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
町
を

訪
れ
、8
月
28
日
㈬
に
は
十
里
塚
海
岸
、

9
月
1
日
㈰
は
、
西
浜
海
岸
の
清
掃
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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集落支援員だより
　８月31日、東京都新宿で「夢都里路くらぶフェア（秋冬企画説明会）」が
開催され、「移住定住相談」のブースで参加しました。その他遊佐町からは、
チャレンジファーム研修生の募集やJA庄内みどり農協の援農説明ブースなど
が設けられました。昨年遊佐町に移住し、就農された方も出展者側で参加
しており、ブースで柿収穫について熱心に説明していた姿が印象深かったで
す。移住者が遊佐町で生きいき活動している姿を見ることは集落支援員の喜
びなので、これからも移住者のサポートをしっかりやっていきたいと思います。
集落支援員　渋谷一行、佐藤正子
☎72−3981　FAX28−8455（集落支援員事務所：Aコープゆざ店２階）

東京都で遊佐町と農業をPR

Yuza Town Hotline

■一言／
　高校卒業後は仙台の商社に勤めていたの
ですが、今年の５月に遊佐町に戻り家業に就
いています。
　学生時代は陸上部に所属していたため、
来年３月に開催される名古屋ウィメンズマラソ
ンに挑戦しようとエントリーしました。人生初
のフルマラソンなので不安ですが、先日行わ
れた東京オリンピック代表選考レース（MGC）
を応援に行った際、見応えのあるプロのレー
スに感動し、私もまた走りたいと思いました。
そして、一緒にエントリーしている姉と完走し、
完走者に贈呈されるTiffanyペンダントを手に
することをとても楽しみにしています。
　来年１月には、成人式を迎えます。遊佐町
を出て県外で活躍している友人もたくさんい
ます。そんな皆も「地元っていいな」とＵター
ンして来てくれるような、楽しい成人式にな
れば良いなと思います。
　私たち若者が、この素敵な遊佐町をよりき
らっとさせていきます！＼（^-^）／☆
■町への要望／
　若者も楽しめるようなイベントを、もっ
とたくさんして欲しいです。

42.195

・

髙橋　ゆうさん（下山崎）

Yu Takahashi
平成11年生まれ

生産者の事例発表の様子

　
８
月
25
日
㈰
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
燦
燦
で
夏
祭
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
夏
祭
り
で
は
利
用
者
た
ち

　
今
年
の
学
習
支
援
塾
は
、
地
域
の
先

生
や
東
北
公
益
文
科
大
学
生
な
ど
の
講

師
11
名
の
体
制
で
ス
タ
ー
ト
。

　
遊
佐
中
学
校
３
年
生
の
希
望
者
46
名

が
申
し
込
み
、
高
校
入
試
に
向
け
学
習

に
励
み
ま
す
。
開
塾
式
で
は
こ
れ
か
ら

お
世
話
に
な
る
講
師
・
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
か
ら
一
人
ひ
と
り
自
己
紹
介
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
遊
佐
中

学
校
の
佐
藤
教
頭
先
生
、
３
学
年
主
任

の
後
藤
先
生
が
来
塾
さ
れ
、
こ
れ
か
ら

受
験
へ
と
向
か
う
生
徒
た
ち
へ
の
激
励

の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　10月末から11月初めにかけて、各地区で秋まつり・文化祭
が行われます。皆さんぜひご参加ください。

地　区 文 化 祭 名 日　付
蕨　岡 第48回蕨岡大文化祭 11月2日㈯、3日㈰
遊　佐 まるっと遊佐まつり 11月2日㈯、3日㈰
稲　川 フェスタinいながわ2019 11月2日㈯
西遊佐 西遊佐ふれあい祭り 10月19日㈯、20日㈰
高　瀬 第９回高瀬秋まつり 11月2日㈯、3日㈰
吹　浦 わくわくフェスタ 11月2日㈯、3日㈰

●—／各地区のまちづくりセンターへお問い合わせください。

燦さ
ん
さ
ん燦
夏
の
コ
ン
サ
ー
ト

親子三代によるふるさとの調べが
響きました

に
よ
る
楽
器
の
演
奏
や
、
ゲ
ス
ト
の
歌

や
弾
き
語
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
居
者
の
松
岡
治
子
さ

ん
（
88
）
は
、
譜
面
を
見
ず
に
ハ
ー
モ

ニ
カ
の
演
奏
を
披
露
。
娘
さ
ん
の
歌
、

お
孫
さ
ん
の
フ
ル
ー
ト
の
演
奏
と
一
緒

に
、
見
事
な
「
ふ
る
さ
と
」
の
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
奏
で
ま
し
た
。

町内各地区の秋まつり・文化祭のご案内
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●無償化の対象／
＜保育園、認定こども園、地域型保育など＞
　・全世帯の３歳児から５歳児の保育料
　・住民税非課税世帯の０歳児から２歳児の保育料
　　※１号認定を受けている子どもは、満３歳から無償化の対象となります。
　　※延長保育料は無償化の対象となりません。
＜認定こども園（１号認定）の子どもの預かり保育＞
　　町から保育の必要性の認定を受けた子どもの預かり保育の利用料について、11,300円（月額）を上限と

して無償化されます。
　　※町から保育の必要性の認定を受けるためには、子育てのための施設等利用給付認定申請が必要になります。
●副食費の実費徴収／
　　今回の国による幼児教育・保育の無償化では、これまで保育料に含んでいた副食費（給食のおかずやお

やつ等）について、10月以降は保育料と副食費を切り離す考え方に変更になります。
　　保育料は無償化となっても、副食費については、自宅で子育てを行う保護者と同様に保育園や認定こど

も園等を利用する保護者もその費用を負担することが原則となります。
　　ただし、１号認定および２号認定の年収360万円未満相当世帯の子どもと第３子以降の子どもについては、

副食費が免除されます。（多子カウントは１号認定と２号認定で異なります。）
　　なお、通園送迎費や行事費などについては、これまでどおり保護者負担になります。

●10月以降の副食費の対応について／
　　副食費の金額について、国は目安の金額としながら4,500円（月額）と示しています。また町は平成28年

度から町独自の施策として「ゆざっ子エンゼルサポート事業」を実施し、３歳児以上の保育料を保護者の
所得に応じ「０円」か「5,000円（月額）」、また、18歳未満第３子以降の保育料を「０円」として、保育料
等の大幅な軽減を図ってきました。このことを踏まえ、町内保育施設と協議し、次のように対応します。

　　国による10月からの幼児教育・保育の無償化の詳細については、内閣府HP（https://www.youhomushouka.
go.jp/）を参照ください。

●—／健康福祉課子育て支援係　☎72－5897

対象となる子ども 9月まで 10月以降
3歳児以上 0円 0円

5,000円／月 4,500円（副食費負担分）
18歳未満第3子以降 0円 0円

10月から幼児教育・保育の無償化が始まります
　10月から国による幼児教育・保育の無償化が始まります。保育園や認定こども園等を利用する３歳児か
ら５歳児の子ども等の保育料（利用料）が無償化されます。

＜国による幼児教育・保育の無償化＞

保 育 料
＜無償化＞

副 食 費
（給食のおかずや
おやつなど）

主 食 費
（ご飯）

※現物持参など

【これまで】 【10月以降】
1号認定 ２号認定

保 育 料

副 食 費
（給食のおかずや
おやつなど）

副 食 費
（給食のおかずや
おやつなど）

主 食 費
（ご飯）

※現物持参など

主 食 費
（ご飯）

※現物持参など

保
護
者
負
担

保
護
者
負
担

保 育 料

保
護
者
負
担
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　平成31年３月、「海とともに生きた人々の祈り
～遊佐町浜通りの漁業・海運に関わる文化財」が
山形県の「未来に伝える山形の宝」に登録されま
した。この登録を記念して、漁船や漁労文化の研
究者をお招きし、青山家に繁栄をもたらした漁業・
漁船や、タラやニシンなどの漁業資源と人間の関
わりなどをテーマに川崎船の実物のある旧青山本
邸で講演会を開催します。

第２回　ゆざ学講座の開催

●演題／鱈と川崎船
●≤／定員30名。電話またはＦＡＸにて文化係まで

お申し込みください。
　入館料（大人400円）は必要ですが、講演会は無

料です。
●申込締切／10月31日㈭まで 　　
●—／教育委員会文化係
　　　☎72－5892　FAX　72－3313　

●時間／11月13日㈬午後１時30分～３時45分
●場所／旧青山本邸敷地内　遊佐町勤労者研修セ

ンター　会議室

講師略歴

赤羽　正春 氏　（あかば　まさはる）
明治大学農学部卒。明治学院大学大学院
修了。文学博士（新潟大学）。村上市在住。
主な著書：ものと人間の文化史103『採集
－ブナ林の恵み』、同133『鮭・鱒』Ⅰ・Ⅱ、
同171『鱈（たら）』、『日本海漁業と漁船の
系譜』など。

　令和元年９月10日に予定されておりました行政処
分取消等訴訟の判決期日が、令和元年12月３日㈫午
後１時15分に変更となりました。
　この裁判は、遊佐町が平成28年11月８日付けで秋
田県にかほ市の採石業者（原告）に対して行った、
新たな岩石採取計画は「遊佐町の健全な水循環を保
全するための条例」に定める規制対象事業に該当す
ると認定した処分の取消しを求めて、町を被告とし
て、平成29年２月20日に提訴されたもので、山形地
方裁判所から判決期日を延期する旨連絡があったも
のです。
●—／企画課企画係　☎72－4523

臂曲地区の岩石採取計画に関する行政処分取消等
訴訟（裁判）の判決期日が延期となりました　鳥海山・飛島ジオパーク推進協議会では、ジオの

目線で地域についてわかりやすく学ぶ講座を、全５
回にわたり開催します。第１回目の講座は、今年６
月に発生した山形県沖地震から大地の成り立ちや防
災について学びます。２回目以降の日程は当協議会
のＨＰをご覧ください。どなたでも聴講できますの
で、お気軽にご来場ください。
●日時／10月26日㈯午前９時30分～11時30分
●会場／酒田勤労者福祉センター　３階多目的ホー

ル
●内容／「2019年山形県沖の地震から庄内の
　　　　　　　　　　　　大地震を知る・備える」
　　　　講師：鶴岡工業高等専門学校　教授
　　　　　　　　　　　　　　  澤　祥 氏／地理学
●その他／参加申込不要・受講料無料
●—／鳥海山・飛島ジオパーク推進協議会事務局
　　　☎0184－62－9777　FAX0184－62－9788

鳥海山・飛島ジオパーク 「第１回ジオ学講座」

　演奏会を開催し、質の高い音楽に触れる機会を提
供することで、心豊かな地域づくりに寄与します。
●日時／10月３日㈭開演：午後７時
　　　　　　　　　（開場：午後６時30分）
●会場／生涯学習センター　ホール
●出演／ファルカシュ・ガーボル
●入場料／一般：2,000円（当日2,500円）
　　　　　学生（小・中・高校生）：500円（当日800円）
●前売り券発売所／生涯学習センター、町立図書館、

各まちづくりセンター、ブックスほんま
●—／教育課社会教育係　☎72－2236

日本・ハンガリー外交関係開設150周年記念
遊佐町合併65周年記念

ファルカシュ・ガーボル ピアノリサイタル

　県および県警所有の交通安全危険予測シミュレー
タや「ゆとり号」による
運転適性診断、安全運転
サポート車の体験ができ
ます。ぜひ、この機会に
お試しください。
●日時／10月25日㈮午前10時30分～午後３時（予定）
●会場／町民体育館
●—／総務課危機管理係　☎72－5895

遊佐町交通安全総合体験会を開催します！
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　遊佐町スポーツ推進委員による体力テストを下記
により開催します。テスト結果は後日お送りいたし
ます。家族の健康づくりにお役立てください。もち
ろん、お一人でも参加OK ！皆さんのご参加をお待
ちしています。
●日時／10月18日㈮午後７時～８時30分
　　　　（受付：午後６時30分～）

※参加人数により、終了時間が変更になる場合が
あります。ご了承ください。

●場所／町民体育館２階アリーナ
●対象／６歳～79歳までの健康な方
●内容／体力テスト
●参加料／無料
●≤／10月15日㈫まで、下記へお申し込みください。
●—／生涯学習センター　☎72－2236　FAX71－1222

ファミリー体力テスト

遊佐町プレミアム付商品券に関するお知らせ

　今年度もひきこもりに関する相談会を開催しています。
ご自身のことでも、ご家族のことでも構いません。ご
本人の不安・焦り等について、また、ご家族との関わ
りを伺いながら対応方法などを一緒に考えます。
※相談された方の秘密は守られます。
●開催日／６回目　令和元年10月18日㈮
　　　　　７回目　　　　　11月22日㈮
　　　　　８回目　　　　　12月13日㈮
　　　　　９回目　令和２年２月21日㈮
　　　　　10回目　　　　　３月13日㈮
●時間／①午後１時～　　②午後２時～
●場所／防災センター１階
●相談員／ＮＰＯ自立支援センターふきのとう
　　　　　白幡　康則　氏
●費用／無料
●—・≤／相談を希望される方は、事前に電話予約

をお願いします。
　健康福祉課健康支援係　☎72－4111

ひきこもり相談

●令和元年度の住民税が非課税の方について／
　　令和元年度の住民税が非課税の方で対象と思

われる方には、８月中旬に交付申請書を郵送し
ております。商品券を購入する方で、まだ申請
が済んでいない方については、11月29日㈮まで
申請が必要となりますので、郵送書類をご確認
いただけますようよろしくお願いします。

●プレミアム付商品券（子育て世帯分）について／
　　プレミアム付商品券（子育て世帯分）について

は、９月下旬に対象となる世帯に「プレミアム
付商品券購入引換券」を郵送しております。世
帯主宛に郵送していますので、受取後に確認く

　「佐藤政養のあしあと－炉辺余話－」執筆者、増
田恒男氏による講演会を開催します。新発見の「佐
藤政養・坂本龍馬宛て勝海舟書簡」、大阪時代の政養、
鉄道助を辞職する政養の苦悩など、新たに判明した
史料とともに解説します。
●日時／10月13日㈰午後３時～５時
●会場／ゆざっとプラザ（遊佐駅）２階　会議室
●演題／「佐藤政養のあしあと－炉辺余話－Ⅵ」
●講師／佐藤政養先生顕彰会特別顧問　増田恒男氏
●入場料／無料（どなたでも参加できます。）
●—・≤／企画課企画係　☎72－4523

政養祭記念講演会のご案内

ださるようお願いします。
　　８月１日から９月30日までに出生した子どもを

対象としたプレミアム付商品券購入引換券につ
いては、10月中旬に別途発送を予定しております。
※プレミアム付商品券（子育て世帯分）対象世

帯：平成28年４月２日から令和元年９月30日
までに生まれた子どもがいる世帯

●—／プレミアム付商品券全般について
　　　　　　　　…　企画課企画係　☎72－4523
　　　プレミアム付商品券（子育て世帯分）について
　　　　　　　　…　健康福祉課子育て支援係
　　　　　　　　　　　　　　　　　☎72－5897

　初代鉄道助となり我が国の鉄道敷設に尽力した、
佐藤政養先生を顕彰する政養祭を開催します。
　どなたでも参加できます。
●日時／10月14日（月・祝）午後１時30分～２時30分
●会場／吹浦駅前（佐藤政養像前）
●—／企画課企画係　☎72－4523

佐藤政養祭のご案内

　障がい者が利用する就労継続支援Ｂ型事業所等の
製品を販売します。
●日時／10月11日㈮午前11時30分～午後１時00分
●場所／役場正面玄関ホール
●参加する事業所と販売する製品等（予定）

●—／健康福祉課福祉係　☎72－5884

障がい者を支援する事業所による製品販売会

参加事業所 販売する製品

ＮＰＯ法人
わいわい・かんとりー

陶芸品、さをり製品、焼菓子、
鮭加工品

多機能型事業所
ゆうとぴい

刺し子の布巾、手すき紙のぽち袋、
オリジナルハガキ、キーホルダー、
ストラップ、マグネット
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